
 昨年の誕生日に受験した「福祉住環境コーディネータ

ー３級検定試験」の合格通知が届きました。 

 福祉住環境コーディネーターとは、東京商工会議所が

認定している民間資格で、資格の説明欄には「高齢者や

障がい者に対し、できるだけ自立しいきいきと生活でき

る住環境を提案するアドバイザーです。（中略）医療・

福祉・建築について総合的な知識を身に付けている福祉

住環境コーディネーターへの社会的ニーズは確実に高

まっています」とあります。 

それぞれの分野の知識を広く理解することは、議員に

とっても重要であり、市民ニーズも高いと思います。 

今後もしっかりと勉強を続けて、よりお役に立てるよ

う頑張ります。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 昨年は多くの皆様にお世話になりました。皆様のご期

待に応えられるよう、本年もしっかりと戦っていく所存

であります。 

 大和市議会基本条例第４条５項には「自らの資質の向

上を図るために研鑽に努めること」を規定しています。

自分達で作った議会のルールを自分達が守らなければ、

ルールの意味がありません。 

今年も初心を忘れずに、市民の皆様の課題解決につな

がる知識の習得のため、引き続き大学での学びに力を入

れるとともに、より一層磨きをかけるべく、様々な資格

取得にも積極的に挑戦していきたいと思います。 

 

 

 

 

大和市議会議員  あかみね太一 （３６） 
【プロフィール】昭和 55 年 11 月 27 日生まれ。   【討議資料】 

平成２７年、政党や組織の支援を一切受けずに大和市議会議員選挙に

挑戦し二期目の当選を果たす。議員活動を行いながら通信制の大学で

福祉を学び、さらに福祉関連資格の取得にも挑戦している。 

妻とダウン症の８歳の娘（桜丘小３年）、５歳の長男と３歳の次男の

５人家族。桜ヶ丘在住。防災士としても活動を展開中。 

【発行・連絡先】あかみね太一ｔｅｌ＆ｆａｘ ０４６－２６８－８３３０ 

〒242-0014 大和市上和田 985-4 サンヴェール桜ヶ丘 201 

 

 

■２０１７年 始動！ 

 

■福祉住環境コーディネーター検定合格 

 

 



 

 
 

「みねスクエア」とは、自由に意見交換を行う少人

数の座談会です。予約や連絡、参加費用は必要あり

ません。ぜひご気軽にご参加下さい。 
○第８２回みねスクエア 
１月２２日(日)１６：００～１７：００ 
場所：渋谷学習センター  ３０７会議室 
●第８３回みねスクエア 
２月２６日(日)１６：００～１７：００ 
場所：桜丘学習センター  ２０２会議室 
●菅原直敏県議＆あかみね合同スクエア  
３月２６日(日)１０：３０～１２：００ 
場所：桜丘学習センター  １０３講習室 
公務や天候等により日程が変更になる可能性が
あります。恐れ入りますが参加される際はホーム
ページなどでご確認下さい。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

あかみね太一は３６歳になりました 

 時の流れは早いもので、気がつくと３６歳になりました。思い起

こせば、３０歳で市議会議員に立候補、娘の心臓手術、長男と

次男の誕生など、多くの出来事がありました。この６年間を支え

ていただいた多くの皆様に改めて感謝を申し上げます。 

メールアドレス  info@akamine.tv 

ツイッター    ＠ａｋａｍｉｎｅｍｉｎｅ 

電話・Ｆａｘ    046-268-8330 
（恐れ入りますが、不在も多いので、ｆａｘやメールのほうが助かります） 
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過去の地震災害発生時には、支援が必要であるにもかかわらず、遠慮してしまう（特に高齢者に多い）他の避難

者も苦労しているので、支援が必要であるということを伝え辛いなどの理由から、本人が我慢をしてしまい、その

結果、深刻な健康被害をもたらしてしまうというケースがとても多く発生しています。 

避難生活施設や福祉避難所には多くの方が着のみ着のままで避難されることが想定されます。支援する側が誰を

支援すればよいか、わかりづらい、また、支援される側が支援が必要なのに誰も支援してくれないという状態を生

まないためにも、誰が支援を必要としている方なのか、わかりやすくしておく必要があります。こうした点をふま

えて行政に質問を行いました。 

 

■支援が必要な人を見分けるために 

 

 

出張防災講習を行います！ 

皆様からのご要望にお応えして、防災士の私達が無料で出張

防災講習を行います。少人数でもかまいません。 

機材はこちらで用意いたします。気軽にお問い合わせ下さい。 

あわせて皆様からの様々なご意見をお待ちしております。 

メールアドレス  info@akamine.tv 

ツイッター    ＠ａｋａｍｉｎｅｍｉｎｅ 

電話・Ｆａｘ    046-268-8330 
（恐れ入りますが、不在も多いので、ｆａｘやメールのほうが助かります） 

 

■要配慮者用ビブスの備蓄・整備を実施 

 

 
健康福祉部長より、「災害時に障害のある人をどのように判断するのかについて、本市では、避難生活施設の中

で障害者の存在を周囲に知ってもらい、必要な支援を受けやすくするため、災害時要配慮者用のビブスを整備して

いる」と答弁をいただきました。 

避難生活施設運営委員会や自主防災会、地域の自治会などが主催する災害対策訓練では、実際にそのビブスを着

用するなど、災害時の状況を想定した訓練が行われると思います。ぜひ当事者や家族の視点でビブスの着用につい

て、どのような課題があるか、改善点はないかなどを考えてみる必要があります。ぜひ、皆様のご意見をお寄せい

ただければ幸いです。 
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